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コ メ ン ト本 年 度 担 当職 名氏 名
20数年ぶりの知多農業改良普及課になります。今回、班長
として戻ってきました。よろしくお願いします。

野菜・花き経営指
導 グ ル ー プ 班 長課 長 補 佐かとう なゆみ

加藤奈由美
31年ぶりに知多農業改良普及課に配属になりました。鉢
花・観葉とカーネーションを担当します。お願いします。花 き主任専門員たなか よしひろ

田中 義浩
東三河農業改良普及課から異動してきました。担い手育成
Ｇで企画調整を担当します。早く慣れるように頑張ります。

普 及 指 導 活 動
調 整 担 当主 任やまもと としき

山元 俊輝
知多でお世話になるのは、３度目になります。この度、青
年農業者を担当します。よろしくお願いします。青 年 農 業 者技 師ながい たけかず

永井 丈万

今年度より新卒採用されました。どんなことでも前向きに
日々吸収していきたいです。よろしくお願いいたします。果 樹技 師たかはし ゆうき

髙橋 佑季

転 入 者 紹 介

転 出 者 紹 介 （ありがとうございました）
異 動 勤 務 先前 年 度 担 当職 名氏 名

退職担 い 手 育 成
グ ル ー プ 班 長課長補佐竹 内 良 彦

畜産総合センター 種鶏場 生産課技 術 経 営 指 導
グ ル ー プ 班 長課長補佐中 村 明 広

愛知県立農業大学校 教育部 農学科 花きグループ野菜・花き経営
指導グループ班長課長補佐田 中 俊 光

尾張農林水産事務所 農業改良普及課 担い手育成グループ青 年 農 業 者主 任柴 田 博 之
農業総合試験場 園芸研究部 花き研究室花 き技 師西 脇 利 恵

ごあいさつ

農業改良普及課長
なかむら やすのり

中村 恵章

若葉がより深い青葉になる季節
になりました。皆様におかれまし
ては、ますますご清栄のこととお
慶び申し上げます。
この４月に西三河農業改良普及

課からの異動で農業改良普及課の
課長となりました中村です。知多
は初めての任地ですが、精一杯務
めますので、よろしくお願いいた
します。
さて、昨今の国際情勢や社会情

勢を見渡しますと、安定した営農
継続を進めるうえで共有すべき課
題は数多くあり、その解決には農
業者の皆様を始め関係機関一丸と
なって取り組むものばかりです。

農業改良普及課では、今年度か
らの５か年を見通して重点的に取
り組む「普及指導基本計画」を策
定いたしました。スマート農業技
術や有機農業などの普及拡大や、
刻々と変わってゆく、地域や作目
ごとの課題に対して、スピード感
をもって計画を立てて対応してゆ
くことになります。
知多地域の農業が益々発展しま

すよう、関係機関や団体の皆さん
と連携を密に図りながら、職員一
同取り組んで参りますので、よろ
しくお願いいたします。



長らくご愛顔いただきました知多総合庁舎は、令和８年5月7日から新たに「知多福祉相
談センター」が加わり、新庁舎へと移転します。
庁舎移転にともない農林水産事務所は３階にワンフロアとなり、農業改良普及課は南西

に入居します。職員の席についてはフリーアドレスとなります。農業改良普及課にお越し
の際には、受付カウンターでお声がけください。
引越に伴い、５月２日から６日までメール・ＦＡＸの受信ができない可能性があります

ので、この期間は送付をお避けください。電話については、代表番号は変わりませんが、
内線番号が変更されます。
また、駐車場につきましては、令和９年８月頃まで引き続きご利用いただけません。ご

来庁の際には、ご迷惑をおかけしますが、近隣の有料駐車場をご利用ください。
【電話番号】
代表:０５６９－２１－８１１１
内線:課長 ３２０

担 い 手 育 成 グ ル ー プ :３２４、３２５、３２６
技 術 経 営 指 導 グ ル ー プ :３２８、３２９、３３０
野菜・花き経営指導グループ:３２１、３２２、３２３

「あいちのこころ」は、愛知県とＪＡあいち経済連が共同で育成した、水稲の高温耐性
品種です。近年夏の猛暑により、「コシヒカリ」や「あいちのかおりSBL」等で米粒が白
く濁る白未熟粒の発生が問題となっていますが、「あいちのこころ」は白未熟粒の発生を
抑えることができます。知多地域では、令和７年度に一般栽培を開始しました。
農業改良普及課が、令和７年に知多地域で栽培された「あいちのこころ」の収量品質調

査を行ったところ、サンプルを採取した５つのほ場すべてで検査等級が１等相当と品質が
良く、収量も十分確保できました。生産者か
らは、「暑くてもきれいな米を作ることができ
てありがたい。」「お客さんからおいしいと好
評だ。」といった声が聞かれ、令和８年度の作
付面積は拡大する見込みです。
一方で、多肥栽培での倒伏や紋枯病の発生に

より減収したほ場も見られたため、農業改良普
及課は、栽培管理について引き続き指導し、「
あいちのこころ」の安定生産を支援していきま
す。

新庁舎の外観３階の配置

白未熟粒が少ない「あいちのこころ」


